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院長　村口喜代

  子宮頸がんの原因は性交渉によって感染する HPV （ヒトパピローマウイルス） です。 この研究業績によりハラルド ・ ツア ・ ハウゼン

Harald zur Hausen 博士らが　2008 年度ノーベル生理医学賞を受賞しました。 2006 年にはワクチンが開発され、 日本でも 2009

年 12 月にワクチンが承認されました。 子宮頸がんは今や予防できるがんになりました。 予防接種法による定期接種 （無料） に先

立って、 2011 年 2 月から仙台市は中 1 ～高１の女子に無料でワクチン接種を開始し、 2013 年 4 月ようやく全国規模で定期接

種が開始されました。 ところがそのわずか 2 か月後、 副反応の健康被害の訴えが起ったことで、 厚労省は積極的勧奨の一時停

止を発表する事態となりました。 とても残念なことでした。 その後検討を重ね、 ようやく昨年 10 月定期接種の再開が厚労省から通

達されました。 再出発の時を迎えて、 改めてこれまでの経過と子宮頸がん予防ワクチンにについて考えてみたいと思います。

　　2009.10　サーバリックス承認　

　　2011.2.1　仙台市は子宮頸がん予防ワクチンの無料接種開始

　　　　　　　　　（中 1 ～高１の女子） 子宮頸がん等ワクチン接種

　　　　　　　　　緊急促進臨時特例により費用の 1/2 国の負担

　　2011.7　　ガーダシル承認

　　2013.4　　予防接種法に基づく定期接種となる、 全額が国の負担 ・ 無料化

　　2013.6　　積極的勧奨を一時停止

　　2020.7.21　9 価ワクチンの承認　

　　2020.10.9　厚労省健康局長から都道府県知事宛に、 定期接種の周知

　　　　　　　　　　について通達

　　2020.11.26　仙台市から対象者および保護者宛に定期接種の個別通知

　　2021.2.24　9 価ワクチンの発売開始

これまでの経過

子宮頸がん予防ワクチンとは

「子宮頸がん予防ワクチン (HPV ワクチン )」 定期接種が再開されました

  HPV のタイプは 100 種類くらい知られており、 中でも子宮頸がんの発がん性の高いハイリスクは 14 種類が知られています。 中で

もがんへの進行が最も速いタイプが 16,18,45,31,33,52,58 型です。 次いで 51,35,39,68,56,59,66 型です。

　サーバリックスは 16.18 型に対するワクチンです （日本人は 16.18 型に因るがんが最も多く、 20 ～ 30 代女性では約 8 割を占め

る）。 ガーダシルは、 16.18 型と尖圭コンジローマの原因となる 6.11 型を加えています。 今回再開した定期接種として承認されて

いるのはサーバリックスとガーダシルです。 ここで注目されるのは、 肛門がん、 その前駆病変への効能が追加され、 9 歳以上の男

子への接種も正式に承認されたことです （自己負担）。

　新たに承認された 9 価ワクチン （シルガード９） は最もがんへの進行の早い 16,18,45,31,33,52,58 型に尖圭コンジローマの予防の

ための 6.11 型を加えたものです。 定期接種に至るには今後の検討が必要であり、 まだ数年はかかると言われています。

～ご希望の方はお声掛けください。 当院でも手続きができます～

はじめに
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臨時休診

　

　

　

GW はカレンダー通りに

診療いたします。

医療事務　髙橋智江私のオフタイム

　可愛さに悶絶！　伝統＆世界に 1 つだけのこけしを作りに 「秋保工芸の里」 と

「みやき蔵王こけし館」 に行って来ました。 色々な形や大きさの白木地から 1本選び、 使える色は

黒と赤と緑。 最初の一筆は手が震えてなかなか入れられず。。。 でも、 慣れてくればスイスイと自

分の思い描けるようになり、 こけしの顔や体が出来上がります。 絵の上手い、 下手は別として ( 笑 )

　自分だけの愛くるしいこけしちゃんが作れました （＾ｖ＾） /　

～初体験！こけしの絵付けに挑戦！～

編集後記

　本格的な春の訪れを感じる季節ですね。

　変化の大きかった 2020 年、 今年もまだまだ変化していくのだろうと思います。

不自由なことはありますが、 リモートの便利さを感じることも多々あり、 ポジティブに

なれる情報を多く集めていきたいと感じる今日この頃です。

　満開の桜を見るのが楽しみです

ワクチンにより子宮頸がんは激減します

 

　　2020 年、 スウェーデンで世界で初めて国家規模で進行性子宮頸

がんの減少効果を示す発表がありました。 同国では、 2006 年 HPV

ワクチンが承認され、 4 価ワクチンが接種されてきました。 その結果、

10-16 歳で接種した場合、 子宮頸がん罹患リスクが 88％低下し、

17-30 歳で接種した場合には 53％低下し 「若年での接種の方がより

効果的である」 ことが示されました。 HPV ワクチンの進行性子宮頸が

んに対する高い予防効果が証明されたことは、 女性そして人間社会に

大きな福音をもたらすだろう画期的な報告でした。

子宮頸がんが増加し続けています　ワクチン接種で日本社会を変えましょう

　1990 年代に入り日本社会の性開放が急速に進行し、 「性は結婚の中にあり」 の性規範はすっかり破綻しました。 10 代から

性交を経験することは今や普通のことになりました。 性は自己責任において管理していかなければなりません。 子宮頚がんが若

い世代に急増してきており、 妊娠 ・出産前に子宮がんになる女性が増えてきました。 HPV ワクチンが開発され、 今や予防でき

るがんになりました。 世界ではワクチン接種により、 子宮頸がんは大幅に減少に転じています。 世界の流れと逆行し、 日本では

子宮頸がんは増加し続け、 死亡者数も増加の一途を辿っているのです。 　

ワクチン接種により、 日本社会の子宮頸がん増加の流れを変えたい、 減少に転じたいと心から願っています。
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